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乙号宿舎とい っ

たこともある。

乗務民宿泊

所とは梁務員

(乗組n.を含む)

の仕業先の休泊

にあてる泊i設を

いい， fFI号f~í舎

と L、ったことも

ある。

ともに lli1t後は ，

原 111] として不燃

造とし， プロッ

ク造または鉄筋

コン F リート造

とし， 各室は 2

段ベッド式とし

ている。
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